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医療提供体制の現状  

（病院・診療所）   



○ 個人及び民間医療機瀾（医療法人）は、設立した病院数で見ると6，372施設で、全病院の70．6％を占め   
ており、また、病床総数で見ると、病院と診療所の合計1，060，887床で、全病床数（1，798，637床）の60％   
を占めており、日本の医療の中核を担っている。  

○ しかしながら、施設数と病床数のシェアの違いからわかるように中小病院が多い。  

○ 大規模病院においては、公的病院が多い。  

○ 一般診療所は、民間医療機関、とくに個人診療所のシェアが圧倒的に高い。  

所l宋緻  竃韓成書り含（％）：施！全敗   構成書り含（㌔）：病t末鞍  

平成17年  平成16年  

（200■）   

痛   快   9，026  9．077  l，631，■73  1，63t．553  10【〉．0  1000  100．D  】00．0   

国  294  304  3．3  3．3  7．7  7．8  

公的医書女欄l蘭  l．362   1．377   15．2   2】＿5   21．8   

会保一蜂鳥別系圧引捧  129  12g  l▼4  14  23  2．3  

医ヂ■ヲ五人  5，695   5，644   も2．2   51．4   50．9  

イ取 人   る77  76q  7＿5   8．4  3．も   4▼3  

その十也  869  863   9．6  13．0  

一般I診療罠斤   97．442  97，051  167，000  181．001  100＿0  100．0  

633  620  0．8  0．6  l，4  1．3  

公的医す■機関  コ．96■   ■．11g   4．】   4．2  1，8   l▼9   

社会1呆険蘭イ系団体  750  776  44  45  0．8  0．8  0．0  0，0  

医療法人  30．4  

個 人   53．3   

その他   10，461  10、278  1．799  2．026  】07  10．6   1．l   1．1   

せ雫斗E参饗k戸斤   66．732  66．557   164   168  tOO．0  100．0  100．0  100．0   

国  
公的医礪■機関  
社会1呆隙間イ系団体   

医療法人  8．g7l  13．4  

価人  57，110   

その他   



総敬   国   …都護府鶏  室卵一割  自治体獄外の 公約医療機澗   

病膀歎   9，077   304   312   762   303   

病床勤   1．631．553  127．083  87．201  167．045  100．950   

・・・・病院当セリ魂床恕   180   418   279   219   333   

中央俵の所在する区分   100－149  300－399  200～299  150～199  300～399   

一般病賢一院当たり診接拷敬   8．7   14．1   12．4   11．3   14．8  

社隊・共済  公益法人  l医療法人  学級法人  鎧人   

病鋭敏   129   400  5，644   100   760   

病床敢   37．353  94，892  830．289  5之．194  69．477   

…・L病院当たり病床教   290   237   147   522   91   

中泉皆の所在する区分   200■－299  150・－199  100～149  400～499  50・－99   

－一般病紋－一瓢当た明酔階柊徴   14．1   10．5   7．3   16．4   6．0   

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「医療施設調査」（平成17年）   



診療所数   



71．71  



分娩を実施した施設数（総数）  分娩を実施した病院数   分娩を実施した診療所赦   

平成 8年   3991   1720   2271   

平成11年   3697   1625   2072   

平成14年   3306   1503   1803   

平成17年   2933   1321   1612  



病院数（総数）   椒院  ＃験全鎗こ 占舶割合  域医■ 支擾癖l島  痍賦全体こ 占めも¶合  病床数（総数）   特定■幌  点床全触こ 占める鴫食  明医ホ 支捜病l完  ■氏全納こ 占める割合  

総 数   9．02  1∝l．   8  0．9  108  1．  1，631．47  1的．  71．（氾1  4．4  44．88  2，7  

20－29床  

30・－39  

40・－49  63  28，05  

別■－紺  2．3  169．β5  

100■－149   3  40  

15（〉■－199  1，27  14，1  8  1，33   

200一一299  1．14  12、  2   5．6  2．1  

300■－399   7  8．5  2．4  256．1  15．  6．1  2．ヰ  

4（泊■－ヰ99   3駒  3．9  20  5．6  155．24  9．  8，92  5．7  

≡沿0■－599   207  2．3  6．8  110，68  8．8  7．6  6．9  

60（）・｝699   2  14．12  17．  

TOO■－799  0．6  7  7  

的0・－899  3   38．  4  

∝10床以上   6  0．？   3  55．  2  

資料て厚生労働省大臣官房統計情報部「医療施設調査」（平成17年）   

■Wいたことはない  田聞いたことがある  

特定機能病院等に対する印象  

地域の医療従事眉（医師・看護箭など）に  

対する研修を行っている病院  

医師免許取締後の医師に  
対する研修を行っている病院  

通常の病院より医師の  
扱が多い病院  

主に開業医から紹介された場合に  
受診できる病院  

高度かつ最先照の治療を  
受けられる病院  

救急患者を24時間／385日  

受け入れてくれる病院  

0  －0 20 30 40 50 60 70 8節  
より）（平成18年12月）   



推計患者数 （外来）  うち紹介あり  うち紹介なし  施設数  ー施投当たり「紹介 なし」の平均点音数   

病院全体  1．866．400   246．3（氾  1，620．100   9．026   179  

特定機能病院   124．1【氾   41，500   82．600   80   1．033  

その他病院（上記以外）   1，る81，300   189，0∝l  1．492，300   8．840   169   

（資料）厚生労働省大臣官房統計情報部「患者調査」（平成17年）  
「医療施設調査」（平成17年）  

l■●‾■－●‾■●‾…‾一‾－●■‾■■”■●●■■■■“●■●■■■－■■－＝・－・■■・■一・・■－・・－・‖・・－－・－●・・一－・・・－・・－－・・・－・－・・－・・・－・・・－■・・・－・－●・・・－・・－“・・－・・－●・・－・・－…・●・…・“・－・  

：【参考】外来患者敷から見た特定機能病院の分布（平成17年度）  

外来患数が 
。。人 2  

′′ 1日平均1001－2000人 45病院  
l  JJ l日平均1000人以下  
L●■■■●■＝●●■■－＝－■■－■■■■－■－いい■■■●■－＝一日●－■．－．．．－．．．＿．．＿叩．＿．．．－．．．＿．．．＿．．＿＿H．．．＿．．＿h＿．．．．．．．．．…＿．．．＿．．．＿．．．＿  

（医政局総務課調べ〉  

国名  平均在院日数  人口千人当  病床百床当  人口千人当  病床百床当た  人口千人当た  
たり病床数  たり医師数  たり医師数  り看護職月数  り看護職眉劇   

日本   36．3   14．2   14．3   2．0   63．2   9．0   

ドイツ   10．4   8．6   39．5   3．4   112．5   9．7   

フランス   13．4   7．5   44．9   3．4   100．0   7．5   

イギリス   7．2   4．0   57．0   2．3   226．8   9．2   

アメリカ   6．5   3．3   73．3   2．4   
233．0  7．9  

（2002）  （2002）   

（出典）rOECDHQalthData2006」  
※病床首床当たりの医師数病床首床当たりの看護書且凱こついては医師数看鼓♯員勤を病床数で単組こ割って百をかけた数値である。  
※平均在院旧勤の芽定の対象病床はOECDの統計上、以下の範且となっている。   

日本＝全病院の病床ドイツ・急性期病床、精神病床、予防治療施設及びリハビリ施設の病床（ナーシングホームの病床を除く）   
フランス：急性期病篠・長期病床、精神病床、その他の病床イギリス．NHS（Nationa川oa仙S即Vico：国民保儀サービス）の全病床   
アメリカ：AHA（Am8ricanHospitalAs＄OCiatjon：米国病院偏会）に登録されている全病院の病床  （長期病床を除く）   





医療提供体制の現状  

（医師）  
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○都道府県別に見て、人口10万人対医師数は134．2（埼玉県）から282．4（徳島県）まで存在。   
（人口10万人対従事医師数で見ると、129．4（埼玉県）から264．2（東京都）まで存在。）  

○ しかし、平成10年から16年において、東京都、大阪府の医師が顕著に増加している事実はなく、医師が大都市に   
一極集中しているとまでは必ずしもいえない。  

平成10年→平成16年の増加率   

全国  107．7％（196．6 一→ 211，7）   

東京  105．3％（264．4 → 278．4）   

大阪  106，9％（228．8 － 244．6）   

愛知  105．7％（175，0 →184．9）   

人口10万人対医師数の  

（抽‖象匡l訪独   

全国平均・‥21l．7人   

七大都道府県‥・徳島県（2824人〉   

点小都道府県…埼玉県（134．2人）  

七大と1小の善は、約2▲l倍  

出典：厚生労働省大臣官房統計情報部  

平成16年医師・歯科医師・薬剤師調   
注）総医師数…医師・歯科医師・薬剤師調主に届け出た全ての医師の数  



各都道府県内においても、県庁所在地など人口当たりの医師数が多い地域と、郡部など少ない地域が見られる。  



者又は大学院生、医青機関以               教育機関又は研究機瀾の勤務者、行政機関・保健衛生施股の従事者  

区 分  平成15年度   平成16年度   平成17年度   平成18年鹿  

研修医 数  比率  研修医 数  比率  研修医 数  比率   
研修医 数  些率・  

臨床研修 病院  2，237  27．4  3．262  44．、1  3，824  50．8  4，．266  55．3   

大学病院  5，923  72．6  4．130  55．9  3．702  49．2  3，451  44．7   

計  8，160  1POr9  7，392  100．0  7．亭26  100．0  7．717  100，0   

※ 研修医凱こついては、各年度、国家試験合格発表後の厚生労働省医政局医事課調べの数字である0  
※※マッチ結果については、マッチング未参加者（自治医科大学、防衛医科大学稜卒業生等）を含んでいない。   



出生1000人当たり産婦人科医師数推移  小児人口10，000人当たり小児科医数   

全国的には、産婦人科医は減少しているものの、出  
生数あたりの産婦人科医は横ばい。  
また、都道府県における産婦人科医の増減には差が  

ある。（産婦人科医とは、産科及び産婦人科を主な診  
療科として医療機関において従事している医師）  
※産婦人科医数は、9県で増加、3県で増減無し、  

35県で減少。（平成16年）   

平成10年から平成16年において、小児科医数及び  
小児1万人あたりの小児科医数は増加している。都道  

府県別にみても、ほぼ全ての都道府県で増加している。  
※ 小児科医数は、36県で増加、1県で増減無し、  
10県で減少。（平成16年）  

産婦人科匡数と出生1000人当たり産婦人科医師数推移   

産鳩人科医笥放  出生1恥入当たり  

1208D  

l1000  

1000（I  

9008  

8閲0  

一肌q  

6000  

5DD¢  

■産婦人科医数   －◆一出生1000当た  り産婦人科医赦  

平成6 8 1¢ 】之 14 16  

厚生労楯大臣官J賊計伶絶虹医師・歯科医師薬相調査   




